
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年７月２２日 ０６時３７分頃 

発生場所 愛媛県西予
せ い よ

市福
ふく

島東方沖 

三瓶
み か め

二及
にぎゅう

碁石
ご い し

消波堤灯台から真方位１７６°１,２７０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°２１.６′ 東経１３２°２４.４′） 

事故の概要  作業船政洋
せいよう

丸は、航行中、干出浜（岩）に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年７月２４日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 作業船 政洋丸、５トン未満（長さ７.９４ｍ） 

２８１－３８１４６愛媛、個人所有 

Ｂ 漁船 広隆丸、０.５トン 

   ＥＨ３－５５５７９（漁船登録番号）、西中水産有限会社（Ｂ

社） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型 

  乗組員Ａ、二級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 Ａ 重傷 １人（乗組員Ａ） 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ プロペラ、プロペラシャフト及び舵に曲損（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船の損傷（船長Ａ提供） 

Ｂ なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約１～２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期、潮高 約１４５cm（宇和

島） 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａ及び乗組員Ａが乗り組み、依頼を受けた‘西予市三



瓶町有
あら

太刀
た ち

南西方沖にあるＢ社所有の養殖施設の網’（以下「養殖

網」という。）の洗浄の目的で、船首約０.７ｍ、船尾約１.５ｍの喫

水をもって、愛媛県宇和島
う わ じ ま

市宇和島港の係留場所を出航し、西予市蔵
くら

貫
ぬき

浦
うら

方面に向かった。 

 乗組員Ａは、Ｂ社担当者から養殖網の洗浄の依頼を受けた際、初め

て行く場所であったので、途中で待ち合わせ、Ｂ社に対して先導でき

る船の手配を依頼した。 

 Ｂ社担当者は、船長Ｂに対して、今回、洗浄を依頼した養殖網の設

置場所は、Ａ船及びＡ船の乗組員が初めて行く場所なので、Ｂ船でＡ

船を先導するように指示したものの、船長Ｂが福島西方沖の水深が深

く広い海域を通って養殖網の設置場所へ案内すると思い、具体的な航

路については指示しなかった。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、Ａ船を先導する目的で、船首約

０.３ｍ、船尾約１.０ｍの喫水をもって、有太刀の係留場所を出航

し、福島と赤
あか

埼の間の可航幅が約１００ｍの水路（以下「本件水路」

という。）を通航して西予市権現
ごんげん

埼東方沖のＡ船との待ち合わせ場所

に向かった。 

本件水路南口付近には、地元の人以外にはほとんど知られていな

い、海図に記載されていない干出浜（岩）*1（以下「本件岩」とい

う。）が存在していた。本件岩は、本事故当時、海面下に約１ｍ没し

ていた。船長Ｂは、赤埼に沿って航行すれば本件岩を避けて航行する

ことができることを知っていたが、船長Ａ及び乗組員Ａは、そのこと

を知らなかった。 

船長Ｂは、権現埼東方沖でＡ船と合流した後、Ａ船がＢ船の航跡に

沿って付いてくれば、Ａ船も本件水路を無難に航行できると思い、船

長Ａに対して、Ｂ船の後ろを付いてくるようにと指示したのみで、本

件岩の存在を告げず、また、福島西方沖を迂
う

回する航路を選択するこ

となく、本件水路を航行して養殖網の設置場所に向かうこととした。 

Ｂ船は、船長Ｂが、船尾部に腰を掛け、船外機の操作に当たりなが

ら、Ａ船を先導して養殖網に向かった。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

写真２ Ｂ船の船体（Ｂ社提供） 

 

Ａ船は、レーダー及びＧＰＳプロッターを備えておらず、船長Ａが

 
*1 海図には、「浅瀬などの周辺には他にも未発見の浅瀬などが存在することがありうるので注意のこと」と記載され

ている。 



操縦席に腰を掛け、乗組員Ａが前部甲板右舷側に腰を下ろしてＢ船の

進路を目視で確認しながら、Ｂ船の追尾を開始した。 

Ｂ船は、本件水路を通過して本件水路南口付近を航行する際、船長

Ｂは本件岩の存在を知っていたので、赤埼に沿うように航行した。 

船長Ａは、Ｂ船が本件水路南口付近を赤埼に沿うように航行してい

ると感じたが、赤埼南方沖に砂地を認め、Ａ船はＢ船よりも喫水が深

いので浅瀬がある場合に備えて、赤埼から距離を隔てて航行しようと

思った。 

Ａ船は、Ｂ船よりも赤埼から距離を隔てて航行中、突然、海面下に

没していた本件岩に乗り揚げて急停止した。（写真３、図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ Ａ船が本件岩に乗り揚げた状態 

（時間が経過して水面上に現れた本件岩） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上保安庁提供 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

乗組員Ａは、Ａ船が急に停船したことで、体が前のめりとなって船

首部構造物のボルトで額を打った。 

船長Ｂは、後方を確認したところ、Ａ船が停船していることに気付

き、Ｂ船を反転させてＡ船の近くに寄せた。 

船長Ａは、乗組員Ａが負傷していることを認めたので、携帯電話で

１１９番通報及び１１８番通報を行った。 

乗組員Ａは、Ｂ船に移乗して有太刀の係留場所に運ばれた後、救急

車で西予市の病院に搬送され、その後、別の病院に転院し、急性硬膜

下血種、頭蓋骨骨折、前額部挫
ざ

傷と診断されて５日間入院した。 

船長Ａ及び乗組員Ａは、養殖施設等の清掃業を営んでおり、Ａ船を

交替で操船し、繁忙期には週に約６日、閑散期には月に約１０日養殖

施設等を回って清掃を行っていた。 
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船長Ｂは、約１７年間、ほぼ毎日、本件水路を航行していた。 

船長Ａは、Ｂ船と合流した際、船長Ｂに経路等の詳細を確認しな

かった。 

船長Ａ及び乗組員Ａは、救命胴衣を着用していなかった。 

船長Ｂは、救命胴衣を着用していた。 

分析 Ａ船は、Ｂ船の後方を追尾しながら本件水路を航行中、船長Ａが船

長Ｂの指示どおりに先導するＢ船の航跡に沿って航行しなかったこと

から、海面下に没していた本件岩に乗り揚げたものと考えられる。 

船長Ａは、Ｂ船と合流した後、船長Ｂから経路等の詳細を確認せず

にＢ船を追尾していたが、本件水路南口付近においてＢ船が浅瀬のあ

る赤埼に近い海域を航行していたことから、自船の喫水では座礁のお

それがあると思い、赤埼からより距離をとってＡ船を航行させていた

ものと考えられる。 

船長Ｂは、船長Ａが本件水路を航行するのが初めてと知っていたも

のの、Ａ船がＢ船の航跡に沿って付いてくれば、Ａ船も本件水路を無

難に航行できると思ったことから、船長Ａに対して、Ｂ船の後ろを付

いてくるようにと指示したのみで、本件岩の存在を告げず、また、福

島西方沖を迂回する航路を選択しなかったものと考えられる。 

Ｂ社担当者は、船長Ｂに対して、今回、洗浄を依頼した養殖網の設

置場所は、Ａ船が初めて行く場所なので、Ｂ船でＡ船を先導するよう

に指示したものの、船長Ｂが福島西方沖の水深が深く広い海域を案内

すると思い、具体的な航路を指示しなかったことから、船長Ｂは本件

水路を航行する航路を選択したものと考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船が、本件水路南口付近をＢ船の先導を受けながら航

行中、船長Ａが、自船の水深では赤埼南方沖の浅瀬に座礁すると思

い、船長Ｂの指示どおりにＢ船の航跡に沿って航行しなかったため、

海面下に没していた本件岩に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・初めての航路の先導を他船に依頼する船舶の船長は、航行を開始

する前に浅瀬等の危険箇所等の詳細を先導する船舶の船長に確認

した上で、その指示どおりに航行すること。 

・他船を先導する船舶の船長は、被先導船舶の喫水や操縦性能を考

慮し、安全な海域を案内すること。 

・小型船舶の乗組員は、航行中、暴露甲板上では救命胴衣を着用す

ること。 

 


